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かつて世界を席巻するほどの経済大国だった日本は、いま急速に

劣化している。その象徴ともいえるのが、福島の原子力発電所の

爆発であると著者は指摘する。建設経緯や事故対応を振り返るこ

とで、日本社会全体に通じる問題点を指摘し、その弱点を補うも

のとして、キリスト教が貢献できることを本書で訴える。 
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閉塞日本を変える
キリスト教公共神学の提唱

なぜ日本の共同体に
キリスト教が必要なのか？
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